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       第４編 安心・快適で、地域の多様性を活かしたまち 

       第３章 快適で人にやさしい交通環境づくり / 第３節 

都市間交通網の整備促進 

 

 

 
 

 

⾸都圏南⻄部の交通体系の構築がはかられ、周辺都市との円滑な交通アクセスが確保されることによ
り、⼈の往来や物流が活発になっています。 

 
 

現状・課題    データ   

� 圏央道八王子西インターチェンジから関越道

方面へアクセスできるよう、利便性の向上が

求められています。 

� 圏央道へのアクセス道路である新滝山街道は

整備されましたが、本市と周辺都市を結ぶ主

要幹線道路の整備は十分ではありません。 

� 相模原市がリニア中央新幹線中間駅の候補地

となっており、多くの利用者が見込まれます。

今後、本市への新たな人の流れが生み出され

ることが期待されています。 

� 多摩都市モノレールの市内への延伸構想は具

体化されていません。 

  ■■■■圏央道インターチェンジ（IC）出入交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※出入交通量とは、平成 24年 11月１日～30日（１ヶ月）間の１日当た

りの平均交通量です。 

  関連する個別計画・条例 

  
都市計画マスタープラン、 

新八王子市総合都市交通体系整備計画 など 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

目 指 す 姿 

施 策 番 号 

34 

ＩＣ（近隣） 供用開始 出入交通量

圏央鶴ヶ島 平成8年3月26日 9,590

狭山日高 平成8年3月26日 11,677

入間 平成8年3月26日 16,333

青梅 平成8年3月26日 11,959

日の出 平成14年3月29日 5,481

あきる野 平成17年3月21日 7,689

八王子西 平成19年6月23日 2,329

高尾山 平成24年3月25日 10,450

相模原 　　平成26年度（予定） -

相模原愛川 平成25年3月30日 -

圏央厚木 平成25年3月30日 -

海老名 平成22年2月27日 16,136
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施策の展開（課題解決に向けて必要なこと）  

１ 広域・主要幹線道路の整備 

� 圏央道八王子西インターチェンジから関越道方面へのアクセスを確保するとともに、地域を支える幹

線道路の整備を推進します。 

� 周辺都市への道路交通の連絡性を高めるため、主要幹線道路の整備を国や都に働きかけていきます。 

２ 近隣自治体等との連携強化 

� 相模原市のリニア中央新幹線中間駅開設に向け、本市に新たな人の往来や物流を創出するため、相模

原市をはじめとする近隣自治体と連携体制を構築します。 

� 市内交通機関の充実をはかるため、多摩都市モノレールの八王子駅までの延伸を関係機関に働きかけ

ていきます。 

    
 

⾏政の役割 市⺠への期待 

◇広域・主要幹線道路の利便性向上に向けた取組の推

進 

◇新たな交通体系に備えた近隣自治体との連携強化や

関係機関への働きかけ 

 

■■■■都市間交通網の構想図 
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       第４編 安心・快適で、地域の多様性を活かしたまち 

       第３章 快適で人にやさしい交通環境づくり / 第４節 

公共交通の充実 

 

 

 
 

 

鉄道や路線バスなどの公共交通が定時に運⾏されるなど、利用者の利便性が向上しています。 

 
 

現状・課題    データ   

� 交通渋滞などにより、路線バス運行の定時性

が確保されない場合があります。 

� 路線バスの系統数は増えていますが、高齢化

や地域の人口減少により、移動手段の確保が

困難な地域があります。 

� JR 八高線や JR 横浜線などの既存鉄道の利便

性向上が求められています。 

  ■■■■定期路線バスの路線系統数 

 

 

 

 

 

  関連する個別計画・条例 

  
都市計画マスタープラン、 

新八王子市総合都市交通体系整備計画、 

地域公共交通総合連携計画 など 

 
 

目 指 す 姿 
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施 策 番 号 

35 
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施策の展開（課題解決に向けて必要なこと）  

１ バス交通の充実 

� バス事業者との連携を強化して、利用しやすい路線バスの環境整備をはかります。 

� はちバスの運行や地域で運営されるバスなどの運行支援により、交通空白地域における移動手段の確

保に努めます。 

２ 既存鉄道の利便性向上 

� JR 八高線の複線化や JR横浜線の輸送力強化、JR八高線と JR 横浜線の相互乗り入れなどを JRに働き

かけていきます。 

    
 

⾏政の役割 市⺠への期待 

◇バス交通に対する利便性向上に向けた取組の推進 

◇既存鉄道に対する利便性向上に向けた働きかけ 

◇公共交通を積極的に利用する 

 

目標設定 
 

施策に対する指標 現状値 

目標値 

平成29年度 平成34年度 

 

公共交通機関が利用しやすいと感じている市民の割合 

50.9％ 

（平成 24 年度） 

55％ 60％ 

公共交通機関の利便性をはかる指標です。10年後には５人に３人の方が利用しやすいと感じていることを目標とします。 

■■■■公共交通網図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




